













氏 名            吉村 健一  
学 位 の 種 類            博 士 （ 工学  ） 
学 位 記 番 号         博 甲 第 ８５０１ 号 
学 位 授 与 年 月 日         平成 ３０年 ３月 ２３日 
学 位 授 与 の要 件         学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科         数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
      
酸窒化物蛍光体材料を用いた固体照明デバイスの高機能化に関する研究 
     
主 査     筑波大学教授（連係大学院）  理学博士   関口 隆史 
副 査     筑波大学教授（連係大学院）  博士(工学)  武田 良彦 
副 査     筑波大学教授（連係大学院）  博士(工学)  深田 直樹 
副 査     筑波大学准教授          博士(理学)  櫻井 岳暁 
副 査     物質・材料研究機構フェロー  工学博士   広崎 尚登 
 
 
論    文    の    要    旨 



































審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
本論文は、固体照明デバイスに用いる酸窒化物蛍光体の開発を、液晶バックライトとレーザー照明の
応用分野について述べたものである。液晶バックライト応用では、緑色の Eu 賦活 Sharpβサイアロンと








平成 30年 2月 15日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全
員出席のもと、著者に論文についての説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受け
るに十分な資格を有するものと認める。 
 
